
転倒

28%

動作の反動、無

理な動作

21%

墜落・転落

15%

激突

8%

切れ、こすれ

7%

交通事故 6%

はさまれ、巻き込

まれ 4%

その他

11%
・飲食店で前年と比べて24％も増加しています。
・飲食店を含む第三次産業における休業４日以上の死傷者
は618人と、全産業の約8割を占めています。

飲食店で増加飲食店で増加

・動作の反動・無理な動作では、腰痛災害が大半を占めて
います。
・墜落・転落は、はしごや脚立、トラックの荷台等からの
比較的低所で発生しています。

転倒災害が全体の約３割で発生転倒災害が全体の約３割で発生

令和６年 渋谷労働基準監督署管内の労働災害発生状況（速報値）

休業４日以上の死傷災害
（労働者死傷病報告データ 新型コロナウイルス感染症り患を除く）

●業種別発生件数

17
65 42 33 20 14

155 120 127
100 100 93

64 60

172

17

＊建築工事業は建設業、小売業は商業、社会福祉施設は保健衛生業、飲食店は接客娯楽業、 ビルメンテナンス業は清掃業の内数
＊陸上貨物運送事業は、道路貨物運送業と陸上貨物取扱業の合計値 ＊清掃業は「清掃と畜業」の略

第三次産業 618人（人）

計
その他
（一次
産業）

その他
３次産
業

清掃業接客娯
楽業

保健衛
生業商業

その他
運輸運
交・貨
物取扱
業

ハイ
ヤー・
タク
シー業

陸上貨
物運送
事業

建設業製造業 ビルメ
ン業飲食店社会福

祉施設小売業建築工
事業

78417172606493100100127120155142033426517件
数

807817966767589103132123156181942417414前年

-24
（-2.9％）9-7-6-121811-3-5-3-1-4-1-9-1-9-3前年比

1140390188664610168571122126316231588211940541210686871035627
都内
（朱字は
前年より
増加）

第１４次労働災害防止計画推進中

発生状況事故の型
起因物

職種
年齢

経験年数
業種発生

月

自ら運転していた構内運搬車から投げ出された。激突
その他の動力運搬機

運転者
60歳代

10年以上20年未満
道路貨物
運送業2

掘削用機械が転倒した際に近傍にいた被災者は、同機械の下敷きと
なった。

激突され
掘削用機械

作業者・技能者
20歳代

10年以上20年未満
建築工事業7

配達先の階段から転落した。墜落、転落
階段、桟橋

作業者・技能者
60歳代
30年以上

陸上貨物
取扱業7

被災者が自動車を運転していたところ、対向車線からはみ出した大型
トラックと正面衝突した。

交通事故（道路）
トラック

その他の職種
50歳代

5年以上10年未満
卸売業8

寮の階段から転落した。墜落、転落
階段、桟橋

寄宿舎・寮の管理人
60歳代

1年以上5年未満
その他の
事業10

●死亡災害

都内全体 34人 前年比 -12人渋谷署 5人 前年比+3人

784人

死亡災害が大幅に増加しました︕


